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オ
σ
瑳
紛
蛯
汐
ヒ
　
Ｚ
扉
θ

一
ズ

で
交
わ
る
よ
う
に
し
た
。
個
々
の

ス
ピ
■
カ
ー
の
前
に
立

っ
て
も
音

は
聞
こ
え
な
い
が
い
音
波
が
重
な

る
場
所
だ
け
は
本
来
の
音
が
復
元

さ
れ
る
と
い
う
優
れ
も
の
だ
。

．

「美
術
館
で
絵
の
前
に
立

つ
た

人
に
だ
け
音
声
ガ
イ
ド
を
流
し
た

り
、
広
告
を
表
示
す
る
電
子
デ
イ

ス
プ
レ
ー
の
前
を
通
る
と
宣
伝
が

聞
こ
え
た
り
。
さ
ま
ざ
ま
な
利
用

受精卵の発生左右する遺:伝子の働き発見

京大の研究グル■プ 不妊治療成功率アージプヘ

受精卵の発生過程を左右する

遺伝子の働きをヽ京都大農学研

究科の南直治郎准教授らの研究

グル ープが このほ ど突 き止 め

たど この遺伝子の機能を弱める

と胎児へと成長 しにくくなると

いい、不妊治療の成功率を弓lき

上 げ る技術 に応用 できる とい

う

南̀准教授らは、細胞内のDN
Aとターンパク質の複合体の構造

を変イヒさせる遺伝子 C h dl■ |こ

着 目
`受

精直後のマウスの卵子

で Chd■ の機能を低下させる

とこ1胎児や胎盤の形成に必要な
男Uの遺伝子の働きも抑えられt

受精卵が胎児に育つ確率が大き

く下がつた8‐
   「

‐ |
南准教授は「体外受精で不妊

治療をする際に受精卵の品質を

見極‐める技術に活用できる」と
話している。成果は英生物学専
門誌デ才ベロシプメントに掲載
された。 (高野英 明 )

遺
伝
子
Ｃ
ｈ
ｄ
■
の
抑
制
で
細
胞
の
塊
が
十
分
に

形
作
ら
れ
て
い
な
い
受
精
卵
＝
写
真
上
。
正
常
な

受
精
卵
――
同
下
――
は
胎
児
に
成
長
す
る

‐細
胞
の
塊

が
形
成
さ
れ
て
い
る
（南
准
教
授
提
供
）

社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
決
策

を
描
く
人
材
を
育
て
る
大
学
院
プ
ロ
グ

ラ
ム

「
京
都
大
デ
ザ
イ
ン
ス
ク
■
ル
」

・

が
こ
の
ほ
ど
、
京
都
市
内
の
高
校
生
を

対
象
に
最
新
の
情
報
通
信
技
術

（Ｉ
Ｃ

Ｔ
）
を
体
系
的
に
紹
介
す
る
催
し
を
左
一

京
区
の
東
大
で
開
い
た
。生
徒
た
ち
は
ヽ

大
学
院
生
た
ち
と
複
雑
化
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
将
来
の
展
望
や
課
題
に
つ
い
て
話
し

合
つ
た
。
　
　
　
　
・

デ
ザ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
は
ヽ
文
部
科
学

省

「博
土
課
程
教
育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
」

ロ
グ
ラ
ム
」
に
採
択
さ
れ
た
５
年
制
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、
情
報
や
建
築
、
機

械
（
経
営
、一心
理
な
ど
を
専
門
と
す
る

学
生
た
ち
が
学
ぶ
。

「情
報
通
信
技
術

の
デ
ザ
イ
ン
」
の
講
義
の

一
環
と
し
て
、

大
学
院
生
と
高
校
生
の
双
方
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
全
体
像
を
つ
か
ん
で
も
ら
う
狙
い
で

企
画
し
た
ｆ
　
　
　
　
・

西
京
高
（中
京
区
）
と
堀
川
高

（同
）

の
■
～
３
年
生
の
計
約
２０
人
が
参
加
し

た

‐。
生
徒
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
基
盤
技
術
で
あ

る
Ｌ
Ｓ
Ｉ

（高
密
度
集
積
回
路
）
や
０

Ｓ
八
基
本
ソ
フ
ト
）
ず
ワ
イ
ヤ
レ
ス
シ

ス
テ
ム
、
腕
時
計
や
眼
鏡
と
し
て
常
時

身
に
付
け
る
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
化
に
つ
い

て
大
学
院
生
か
ら
研
究
の
歴
史
や
現
状

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。　
　
　
　
．

大
学
院
生
ど
の
ワ
■
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

は
ず
生
徒
た
ち
は

「小
型
化
が
進
ん
で

い
る
が
ヽ
小
型
化
で
逆
に
困
る
こ
と
は

な
い
の
か
」

「
コ
ン
ピ‐
ユ
■
タ
ト
を
体

内
に
埋
め
込
む
こ
と
は
可
能
に
な
る
の

学
校

（奈
良
県
大
和
郡
山
市
）
で

学
ん
だ
。
在
学
申
、
関
西
文
化
学

術
研
究
都
市
に
奈
良
先
端
科
学
技

術
大
学
院
大
（生
駒
市
）
が
開
学
。

「大
学
と
違

っ
て
単
位
を
取
る
必

要
が
な
く
、研
究
に
集
中
で
き
る
」

と
魅
力
を
感
じ
、
進
学
し
た
。
国

際
電
気
通
信
基
礎
技
術
研
究
所

（
Ａ
Ｔ
Ｒ
、
京
都
府
精
華
町
）
の

研
究
員
も
兼
務
し
い
音
響
技
術
の

何
で
も
や

つ
て
み
よ
う
と
い

う
気
持
ち
が
ま
ず
大
事
だ
。

誰
か
か
ら
や
ら
さ
れ
る
の
で

は
な
く
、
自
分
で
や
り
た
い

こ
と
を
探
す
よ
う
に
し
て
ほ

・

し
い
ず
そ
う
す
れ
ば
興
味
を
一

持
て
る
も
の
が
見
つ
か
る
は

・

ず
だ
し
ヽ
そ
れ
を
突
き
詰
め
一

て
い
く
こ
と
で
人
生
は
楽
し
・

く
な
る
っ
「

情
報
通
信
技
術
の
将
来
で
　
一●
　
一　
一　
　
一

一
院
生
と
高
校
生
意
見
交
換
　
　
一

・　
　
　
　
　
　
東
大
デ
ザ
イ
ン
ス
ク
ト
ル
開
催

か
」
な
ど
と
積
極
的
に
質
闇

指
導
を
担
当
す
る
石
田
一量

科
教
授
は

「Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
細
・

す
ぎ
て
、
若
者
た
ち
の
Ｉ
一

起
き
て
い
る
。
大
学
院
生
一

説
明
す
る
こ
と
で
、
新
し

連
携
に
も
な
る
」
と
話
し
．
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超音波スピニカ■の並ぶ研究室 c

京大の吉村さん選ぶ




